2019届日语本科生毕业论文要求与撰写规范

（修订稿）

毕业论文是高等学校本科生在校期间最后学习深化、提高和全面总结的综合训练，是学生完成所学专业，申请学士学位所撰写的学位论文。搞好学生的毕业论文工作，对全面衡量和提高教学质量具有重要意义；对学生形成良好的思想品德、严谨的工作态度、求实的工作作风、科学的思维方式、独立的工作能力具有深远的影响。为进一步规范毕业论文格式，参照国家标准GB7713-87《中华人民共和国科学技术报告、毕业论文和学术论文的编写格式》、GB7714-87《文后参考文献著录规则》，特制定本规范。
一、毕业论文构成

毕业论文包括前置部分、正文部分、其他部分。

前置部分一般包括：封面、扉页、任务书、指导人评语、评阅人评语、答辩记录、中日文摘要及关键词、目录等。

正文部分包括：引言（或绪论、前言）、论文主体、结论等。

其他部分包括：参考文献、致谢和附录。附录一般包括设计图纸、主要源程序、插图索引、附表索引以及符号、标号、缩略词、首字母缩写、单位、术语、名词等注释表和其它部分，如：软件使用说明书和软盘或光盘等。

二、毕业论文内容

2.1  题目

要求简明扼要，有概括性，通过标题概括说明毕业论文的主要内容。

2.2  摘要与关键词

2.2.1  摘要（日文+中文）
摘要是毕业论文内容的简要陈述，是一篇具有独立性和完整性的短文。摘要应包括本设计（论文）的创造性成果及其理论与实际意义，并给予客观、具体、简要的描述。摘要中一般不使用公式、图表，不标注引用文献编号。避免将摘要写成目录式的内容介绍。(中文：200左右；日文：300字左右）
前置部分日文摘要、中文摘要的内容应一致，在中日语语法、用词上应正确无误。

2.2.2  关键词

关键词是供检索用的主题词条，应采用能覆盖设计（论文）主要内容的通用技术词条（参照相应的技术术语标准）。关键词一般列3～5个，按词条的外延层次排列（外延大的排在前面）。

2.3  论文正文

论文正文包括引言（或绪论、前言）、论文主体、结论等部分。正文部分字数不少于5000字。

2.3.1  引言（或绪论、前言）

引言（或绪论、前言）一般单独作为一章排写。应包括：先行研究（国内外）综述,研究方法，研究目的及意义等

2.3.2  论文主体

论文主体是毕业论文的主要部分，应该内容充实，论据充分、可靠，论证有力，逻辑性强，结构合理，层次清楚，重点突出，文字简练、通顺，图文编排得当。

2.3.3  结论

毕业论文的结论单独作为最后一章排写。

结论是对整个论文主要成果的总结。在结论中应明确指出本研究内容的创造性成果或创新性理论（含新见解、新观点），对其应用前景和社会、经济价值等加以预测和评价，并指出今后进一步研究工作的展望与设想。

2.4  参考文献

文中出现的直接引用的主要参考文献，在引用处按顺序进行编号标注。参考文献以近期的为主。全部参考文献按有关规范在引用处进行标注，在论文主体之后列出。

参考文献数量要求：
书刊数量：15—20 (包括书籍、杂志、报纸、词典等）

2.5  致谢

对导师和给予指导或协助完成毕业论文工作的组织和个人表示感谢。内容应简洁明了、实事求是。对课题给予资助者也应予感谢。

2.6  附录

包括插图索引、附表索引以及符号、标号、缩略词、首字母缩写、单位、术语、名词等注释表和其它部分；调查表、问卷、试卷样本、课文等。

三、毕业论文书写

3.1  基本要求

日文撰写。

除封面（最终定稿时学校统一发放的黄皮封面）、评语、答辩记录及签名等内容必须手工填写外，毕业设计（论文）各部分文字、符号必须在计算机上输入、按本规范规定编排与打印。

3.2  章节及层次

论文正文原则上分章节撰写。各章标题要突出重点、简明扼要。字数一般在15字以内，不得使用标点符号。标题中尽量不采用英文缩写词，对必须采用者，应使用本行业的通用缩写词。

层次以少为宜，根据实际需要选择，一般不超过三级。各章层次的编写格式要统一，若节下内容无需列条的，可直接列款、项，用到哪一层次视需要而定。

3.3  引用文献

毕业论文统一采用标注与脚注并行的原则。不得将引用文献标注置于各级标题处。脚注编号置于所引内容最末句的右上角，用上标的阿拉伯数字（均用Times New Roman字体），如“……成果1”，脚注作页下注，用小五号字体，每页单独编号，标点符号均为半角

示例：

序号 著者.书名[M].版本(第一版不写).出版地:出版者,出版年:引用起止页码.
1ルース·ベネディクト.菊と刀[M].日本:社会思想社,1972:6.
序号 作者.题名[J].刊名.出版年份,卷号(期号):引用起止页码.

1王志.日本武士道的演变及其理论化[J].东北师大学报,2007(4):66.
序号 作者.题名[A].主编.论文集名[C].出版地:出版者,出版年:引用起止页码.

1石塚尊俊.産の忌[A].井之口章次.人生儀礼[C].東京:有精堂出版社,1978:124.
序号 作者.题名[D].保存地点:保存单位,年:引用起止页码.

1崔荣.试论林罗山的朱子学思想[D].延边:延边大学,2006:35

3.4  名词术语

采用英文缩写词时，除本行业广泛应用的通用缩写词外，文中第一次出现的缩写词应该用括号注明日文全文。

3.5 计量单位

文中所用单位一律采用国务院发布的《中华人民共和国法定计量单位》，单位名称和符号的书写方式，应采用国际通用符号。

3.6  数字

按国家语言文字工作委员会等七个单位1987年发布的《关于出版物上数字用法的试行规定》，除习惯用中文数字表示的以外，一般均采用阿拉伯数字。年份一概写全数，如2008年不能写成08年。

3.7  附录

对需要收录于毕业论文中且又不适合书写于正文中的设计图纸、附加数据、资料、详细公式推导、计算机程序等有特色的内容，可以附录排写，序号采用“附录A”、“附录B”、“附录C”……等依次排列。

非中文撰写的毕业论文，其详细中文摘要作为论文附录，排在最后，注意详细摘要前要有论文题目。

附录应有标题。如：附录A：※※※……※※总装配图

四、文字编印与排版要求

4.1  页面要求

4.1.1  页面

设计（论文）需用A4纸（210 mm×x297 mm）印刷，页眉20 mm、页脚15 mm，上页边距为30 mm，左、右、下页边距为25 mm。

4.1.2  页眉

从目录页开始往后须有页眉，为“湖南科技大学本科生毕业设计（论文）”。页眉五号宋体，居中。

4.1.3  页码

目录不用页码。中日文摘要部分用罗马数字编写页码，格式为“Ⅰ”、“Ⅱ”、……等。正文第一页往后各部分用阿拉伯数字连续编写页码。格式为“-1-”、“-2-”、“-3-”……等，页码置于页脚，均用五号Times New Roman字体，居中放置。

4.2  正文字体和字号及段落

各章题序及标题：明朝体加粗，小二号，段前段后各空0.5行；

各节的题序及标题：明朝加粗，四号，段前段后各空0.5行；

各条的题序及标题：明朝加粗，小四号，段前段后各空0.5行；

款、项及标题：均采用明朝加粗，小四号，段前段后不空行，1.5倍行距，首行缩进1字符，与内容同行；

内容：用明朝体，小四号，段前段后不空行，1.5倍行距，首行缩进1字符。

附录：编排格式与正文相同。

超过40个单词的直接引文要单独成段落，五号字体，段前段后空1行，前后空4个日语字符。

例句要标号（1）（2）等，全文例句连续标号， 标号顶格。日文五号字体，段前段后空1行

附录：编排格式与正文相同。

4.3  正文层次(数字及英文字均用Times New Roman字体)

正文层次的编排建议用以下格式：

	章
	第三章  ※※…※

……内容
	1、每章（或附录）另起页，章编号用大写数字。

	节
	X.1  ※※…※

……内容
	2、节标题顶格，X为阿拉伯数字的章编号。

	条
	X.1.1  ※※…※

……内容
	3、条标题顶格，X为阿拉伯数字的章编号。

	款、项
	（1）※※…※  ……内容


	4、款（项）标题空2格起排。

	内容
	……内容


	5、各层次题序及标题不得置于页面的最后一行（孤行）。


4.4   参考文献

参考文献书写格式应符合GB7714-87《文后参考文献著录规则》。常用参考文献编写

项目和顺序规定如下（所有标点符号均为半角）：

参考文献（4个字居中，明朝体小二号加粗），具体文献条目每条另起行，顶格，用小四号明朝体。

A. 连续出版物

[序号] 主要责任者.文献题名[J].刊名,出版年份（期号）.

B. 专著

[序号] 主要责任者.文献题名[M].出版地:出版者,出版年.

C. 会议论文集

[序号] 主要责任者.文献题名[C].主编.论文集名.出版地:出版者,出版年.

D. 毕业论文

[序号] 主要责任者.文献题名[D].保存地:保存单位,年份.

E. 报告

[序号] 主要责任者.文献题名[R].报告地:报告会主办单位,年份.

F. 专利文献

[序号] 专利所有者.专利题名[P].专利国别:专利号,发布日期.

G. 国际、国家标准

[序号] 标准代号.标准名称[S].出版地:出版者,出版年.

H. 报纸文章

[序号] 主要责任者.文献题名[N].报纸名,出版日期（版次）.

I. 电子文献

[序号] 主要责任者.电子文献题名[文献类型/载体类型].电子文献的出版或可获得地址,发表或更新日期月/引用日期（任选）

参考文献著录中的文献类别代码：

	普通图书
	会议录
	汇编
	报纸
	期刊
	毕业论文
	报告
	标准
	专利
	数据库
	计算机程序

	M
	C
	G
	N
	J
	D
	R
	S
	P
	DB
	CP


4.5  封面及扉页

4.5.1  封面

毕业论文封面采用统一用纸（定稿时学校统一发放的黄皮封面），固定格式，内容手工填写。

4.5.2  扉页（见附件1）

各项内容均用二号加粗。

4.6  摘要及关键词

摘要题头应居中，文摘要字样如下：

要　　旨（小二号明朝体加粗）

隔行书写摘要的文字部分。（字体为小四号明朝体）

摘要文字之后隔一行顶格：

キーワード：言葉；言葉；言葉；…；言葉

↑            ↑

（小四号明朝体，加粗）（关键词3～5个，小四号明朝体）

摘要题头居中，中文摘要字样为：

摘  要（小二号宋体加粗，另起页）
然后隔行书写摘要的文字部分。（字体为小四号TimesNewRoman）

摘要文字之后隔一行顶格（齐版心左边线）：

关键词：词；词；词；……；词

↑                                ↑

（小四号宋体加粗）  （3～5个，小四号宋体）

4.7  印刷与装订

4.7.1  印刷

封面、扉页，单占一张纸，单面印刷。中、日文摘要、目录、论文的每章、参考文献及每个附录应另起页开始，单面印刷。

4.7.2  装订顺序

（1）封面

（2）任务书

（3）指导人评语

（4）评阅人评语

（5）答辩记录

（6）日文摘要

（7）中文摘要

（8）目录

（9）正文（包括引言、主体、结论）

（10）参考文献

（11）致谢

（12）附录

论文装订成本后必须切边。

4.8  电子版毕业设计（论文）

优秀论文除按规定印刷论文外，在论文答辩完成后，还需提交毕业论文电子版交学院保存。

4.9  附件

可直接拷贝附件进行编排。

附件1：封面示例

附件2：任务书示例

附件3：指导人评语示例

附件4：评阅人评语示例

附件5：答辩记录示例

附件6：日文、中文摘要示例

附件7：目录示例

附件8：正文部分示例

附件9：参考文献示例

附件1：封面示例

湖 南 科 技 大 学

毕 业 设 计（ 论 文 ）

	题目
	（中文书写）

	作者
	

	学院
	外国语学院

	专业
	日语专业

	学号
	

	指导教师

	


二〇二一 年 六 月   日

附件2：任务书示例

湖 南 科 技 大 学

毕业设计（论文）任务书

         外国语学院             院          日语             系（教研室）
系（教研室）主任:                    （签名）       年     月     日

学生姓名:               学号:                  专业:    日语专业              

1 设计（论文）题目及专题：                   中文书写                         

2 学生设计（论文）时间：自  2019 年 11 月 18 日开始至 2020 年 6 月  20 日止

3 设计（论文）所用资源和参考资料：
　[1] 新渡户稻造著・张俊彦译.武士道[M].北京:商务印书馆,1993.
  [2] 崔荣.试论林罗山的朱子学思想[D].延边:延边大学,2006.
  [3] 龚颖.“似而非”的日本的朱子学—林罗山思想研究[M].北京:学苑出版社,2008.
  [4] 王家骅.儒家思想与日本文化[M].杭州:浙江人民出版社,1990.
 [5] 王志.日本武士道的演变及理论化[J].东北师大学报,2007(4).

4 设计（论文）应完成的主要内容：
国内外不少人对于日本武士道精神的理解存在一定的误区，认为武士单纯是武力的象征。这样的误区不利于我们对日本国民性的全面把握。因此，本论文将结合林罗山的学说，从日本江户时代的武士形象入手，分别从唯美与尚武两个方面阐述真正的武士道精神，旨在帮助日语学习者更进一步了解日本的武士文化。

5 提交设计（论文）形式（设计说明与图纸或论文等）及要求：
	1）要求学生认真、独立完成毕业论文的写作

  2）要求按照学校规定的论文格式撰写论文                                                                                    

	  3）要求及时同指导老师进行沟通，按步骤完成论文的写作和答辩工作。                                                                                    


6 发题时间：  2019  年   11   月   29   日

指导教师：              （签名）

学    生：              （签名）

附件3：指导人评语示例

湖 南 科 技 大 学

毕业设计（论文）指导人评语

[主要对学生毕业设计（论文）的工作态度，研究内容与方法，工作量，文献应用，创新性，实用性，科学性，文本（图纸）规范程度，存在的不足等进行综合评价]
指导人：            （签名）

年   月   日

指导人评定成绩：          

附件4：评阅人评语示例

湖 南 科 技 大 学

毕业设计（论文）评阅人评语

[主要对学生毕业设计（论文）的文本格式、图纸规范程度，工作量，研究内容与方法，实用性与科学性，结论和存在的不足等进行综合评价]
评阅人：            （签名）

年   月   日

评阅人评定成绩：          

附件5：答辩记录示例

湖 南 科 技 大 学

毕业设计（论文）答辩记录

日期：                   

学生：                   学号：                  班级：                    

题目：                                                           

提交毕业设计（论文）答辩委员会下列材料：

1 设计（论文）说明书
共

页

2 设计（论文）图  纸
共

页

3 指导人、评阅人评语
共

页

毕业设计（论文）答辩委员会评语：
[主要对学生毕业设计（论文）的研究思路，设计（论文）质量，文本图纸规范程度和对设计（论文）的介绍，回答问题情况等进行综合评价]
答辩委员会主任：                 （签名）

委员：                 （签名）

（签名）

（签名）

（签名）

                                                            年   月   日

答辩成绩：          

总评成绩：          
附件6：日文、中文摘要示例

要　旨

  周知のように、日本人の国民性の中身は武士道精神である。日本人を知るには、武
士道精神の研究から取り掛か始めたほうがいいと思う。本論文は主に林羅山の学説に影響された武士道精神の多角さや、唯美と尚武を一身にするという世界にも稀にみる存在などを分析することを目的としている。

  本論文は先ず林羅山の学説を紹介しながら、江戸時代における彼の立場について述べてみた。次は林羅山の「神儒一致」学説に結び付いて、「仁、義、礼、智、信」を中核とする唯美精神と、勇または忠を中核とする尚武精神を分析することを通して、江戸時代における武士道の具体像及びそのイデオロギーをはっきりさせ、林羅山の学説が武士道への影響の深さと広さを究明した。それから、林羅山の学説に影響された武士道が社会にどんな影響または変化をもたらしたのかについて、社会発展の視点から考察してみた以外、社会から受けた評判をも述べてみた。最後に、武士道研究の啓発について、日本人国民性への研究及び中国人国民性の向上という二つの視点から論じてみた。

キーワード
:神儒一致;朱子学;武士道精;唯美;尚武

注意：
日中文摘要页码用罗马数字“Ⅰ、Ⅱ……”,五号，居中
摘 要

众所周知，日本人国民性的重要内涵即是武士道精神。所以，笔者认为，要了解日
本人须从武士道精神的研究入手。本文通过分析武士道精神在林罗山思想影响下的逐渐多元化而探析集“唯美与尚武”于一身、世界鲜见的存在。本文首先从林罗山的生平入手，阐述了他的在江户政权中所占据的的地位。其次，结合林罗山的“神儒一致”学说，具体分析了以“仁义礼智信”为核心的唯美精神和以“勇敢与忠诚”为核心的尚武精神，从而明晰了江户时代武士阶层的具体形象及其意识形态，探明了林罗山思想对武士道的影响面及影响程度。然后，从社会发展的视角分析了受林罗山学说影响的武士道精神的发展、变化以及社会对其的评判。最后，本文阐明了受林罗山学说影响下的武士道精神研究对研究日本人国民性的方法论以及今后如何全面提高中国国民素质等方面的启发作用。
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第一章　　はじめに

1.1 先行研究

武士道精神という日本独特な存在を研究する専門家は、国内外ではその数が数えき
れないのであろう。その中、最も関心を寄せているのは、江戸時代の武士道研究である。

日本では、新渡戸稲作の著作『武士道』には、武士道精神を具体的に再現され、それを、日本有名な思想家である丸山真男先生の『日本政治思想史』に結びついていれば、江戸時代の武士道を大雑把に把握するのに重要な参考資料になった。徳川幕府の社会環境における武士がどうなるべきかと、朱子学者である林羅山の考えを、『日本政治思想史研究』の中にある『朱子学と自然秩序思想』という一節に書いていただいて、本文の第四章作成に貴重な参考資料を提供した。また、アメリカの女性人類学者ルース・ベネディクトは、『菊と刀』の中に武士性格の矛盾性を指摘していただいたおかげで、対極にある武士道という本文の論点に根拠を与えた。しかし、日本の武士道研究には、江戸時代の武士道研究に重点を置かれたものがなかなか見つからなく、学説に結びついて論じていくものの少なさが言うまでもないであろう。

国内に目を向けると、とても優秀と思われる研究成果が見られるようになった。王家驊先生が著作なさった『儒家思想と日本文化』の第四章には、林羅山の政治主張について詳しく分析いただいたおかげで、朱子学と日本武士道との関係をはっきりさせていただいた。また、龔頴博士の『林羅山思想研究』の第二章には、林羅山の「五常」に対する理解を具に載せていたので、本論文の第三章の「唯美」の内容構成に大いに助かった。一方、武士道の尚武に対する研究について、王志准教授は「日本近世の儒学の中の尚武思想」の中に、儒学と伝統武士道と融合した「新しい尚武精神」を紹介していただいた。そのほか、崔栄先輩の修士卒論である「林羅山の朱子学思想試論」には、江戸時代の武士階層を揺るぎないものにした林羅山の道徳修養観と政治観が見られ、周傑博士の「徳川政府と朱子学」という論文の中には、官学としての朱子学と徳川政府の影響し合う効果が論じられた。

*从本页开始使用阿拉伯数字连续编写页码。如“-1-”，“-2-”等， 五号Times New Roman字体，居中)

総合してみると、上述の資料はいずれも、江戸時代の政治史と思想史の研究に偏ったもの若しくは、武士道精神に関する説明に重点を置いたものであり、両方面にわたってどんな繋がりがあるのかに及ばなかった。当面において、武士の多角化に対する研究については、ある程度限られた視点に縛られたことが分かった。今後、武士道精神の外在表現だけでなく、その根源を探すための研究を深入りする必要がある。

1.2 研究方法
本論文を作成するには、いろいろな資料を調べたうえ、この課題のフィージビテイーを確認した後，ネット及び図書館を通じて、獲得する材料を帰納法で、林羅山の学説と武士道精神を分けて分析したほか、文献分析法を取って、先行研究の成果に基づいて結論を出すのだった。また、比較分析法と排除法を採って、林羅山から受けていた影響ではない部分を外し、各時代における武士道の変化を列挙法によって並べ、江戸時代の武士道がどこまで改造されたのか一目瞭然だ。

1.3 研究目的及び研究意義
「花は桜、人は武士」とよく言われる。世界には、武士のように、桜の気高さと、刀の鋭さを同時に愛する存在はいないだろう。また、武士のように、武力、知恵、人柄などを身につけ、社会を愛するとともに、社会に対する殺戮を起こす民族は、世界中にもまれに見るのだろう。しかし、日本独特な武士道は常に誤解を招き、第二次世界大戦の枢軸国として、日本武士は恐らく武力の塊という一方的に印象付けられたのであろう。本論文の研究は、武士道精神の一面だけでなく、対極に見える人間の性格を共にする武士道の探求に着目している。国内では、このテーマに対する研究は少ないため、この空白を補うことができるのなら、日本武士道に対する私たちの理解を一層深めていくのであろう。

   第二章　 林羅山について

2.1　林羅山の生涯と江戸幕府における林羅山の地位
林羅山（1583－1657）は京都に生まれ、十三歳の時に建仁寺に入り、僧侶になったが、学問に深入りするにつれて、現実を離れる消極的な仏教に疑問を抱くようになった。十八歳の時、『四経集注』を読み始め、朱子学に対する興味が深かった。その後還俗し、儒学を重んじ、仏教を排斥するという一途にたどったのであった。

江戸時代における儒学の先駆者である藤原惺窩に深く影響され、引き続き儒学の学問に勤しんだ林羅山は、日本の武士道発展においては重要な役割を果たしたのである。林羅山の研究分野は哲学、政治、歴史、宗教など多方面にわたっていて、二十一歳若くて、京都で塾を開き、生徒を集め、『論語集注』を教えた。才能と学問に富んだ林羅山が、徳川家康に謁見し、官途に就き始めたのはただ二十三歳の時だった。秀忠、家光、家綱四つの将軍に仕え、特に徳川家光の政治顧問として、「大受宠任，起朝仪，定律令。大府所须文书，无不经其手」。

つまり、江戸幕府の法令の制定、文書の起草など国家の大事、彼の手に取り扱われないものはない。また、幕府の統治者に大いに重視され、朱子学を全面的に発展させ、官学されたことから、評判通り朱子学派の創始者と称された。
2.2　林羅山の思想由来及び主な主張

林羅山の思想を研究するには、朱熹の学説を言及せざるを得ない。

朱子学は南宋から鎌倉時代に伝わってきたが、あまり重視されておらず、江戸時代に至っては栄えるようになったのは、林羅山によって官学化されたためだった。「物事の理を極め、知識を深める。身を収め、家を整え、国を治め、天下を平和にすべきである」、という「修身斉家治国平天下」の理論は、朱子学の特色であり、封建社会の道徳基準と見なされた。林羅山は、朱子学を「修身斉家」の理論から、「治国平天下」という政治武器に引き上げられた。

また、中国は昔から、「忠ならんとっ欲せば孝ならず、孝ならんと欲せば忠ならず」とよく認められる。忠より孝を強調された伝統的な儒学思想であったのに対して、家父長制をとった江戸幕府には、忠と孝を両立できないときは、より重要な忠を留保することにした。

そのことから、林羅山は単なる儒学及び朱子学を吸収し、武士に注ぎ込んだのだけでなく、本土化された、より粘り強く江戸時代に適応する理論が求められたことが明らかになった。

朱子学が官学された思想と定義できる理由が、朱子学を時代背景に適応するようにした一方、本土の神道教と融合させた思想を広めたなどが挙げられている。いわゆる「神儒一致」である。林羅山が、両者を巧妙に調和したからこそ、多角化した武士道精神が形成されたといっても過言ではない。

　　　　　

　  

　　

第三章　林羅山に影響された武士道の具体像
3.1 唯美を貫いた武士道
 「大辞林」によると、唯美とは、美に最高の価値を認めること。世の中に美しいと認める品格はいくつあるが、儒学に提出された、仁、義、理、智、信という五常は、われわれアジアの漢字圏においてはもっとも広範的に伝えられ、長い歳月を渡って積み重ねた宝物であろう。林羅山の代表作の『春鑑抄』において、五常に関する特別な論述が見られた。尚武の品格とは対極な存在に見えるかもしれないが、実は同一人物に見られるのが、武士他ならない。

3.1.1　武士道の仁

　仁というのは、伝統儒学においては、惻隠の情と解釈してあった。仁は人類の愛という感情の最高基準と根拠であると、朱熹が指摘したにもかかわらず、実際に政治統治と結び付いたのは林羅山である。封建社会では、統治者の庶民に対する思いやり、同情、また彼らの境遇をかわいそうに思う心であった。中国の先哲である孟子は「仁政」を施すことを提唱し、「仁」を王者としての必要条件だと強調する。もともと武士出身である家康は、「馬上から天下を得ることができるが、天下を治めことができず」、という認識で、林羅山を招聘しようと、儒学を解釈してもらった。聞くところによると、江戸時代の諸法規の源は、初代将軍である家康によって制定された『徳川成憲百条』であり、その中に「仁」を為政の根本と見なしたのであった。

　一方、鎌倉と室町幕府とは違って、江戸時代における武士階層は唯一な統治階層でもあり、士民工商という身分制度のピラミッドに最高を占めていた。その社会のハイレベルに立っている武士は、高所から見下ろすと、百姓に対するかわいがっている感情も、ごく自然にわいてくるのであろう。言い換えれば、武士の仁は、生殺与奪の権があっての仁愛だと考えてもよいのであろう。
3.1.2　武士道の義
　「仁は人の心であり、義は人の道である」と孟子が言った。日本では、ある真木和泉という神官は、「義」をこう解釈してあった。「義は人にとって骨格のようなものであり、骨格がなければ、頭は端正に上に立てず、手を動かせず、足もたたない。従って、一人の人間が才能と学問を抱えても、節義に欠けると、処世できずにいる、しかし、節義があれば、たとえ粗末で、周到でないのだとしても、武士としてもう十分だ」。
また、『春鑑抄』の中にも、「義」に対する説明として、林羅山はこう述べていった。「心の公平さを持ち、人欲と私心など毛頭なく堂々として行動すること。義理を義理とするのは義そのものである」。
 つまり、義を重視し、死を軽視するという武士に対する封建時代の規範であり、正義の道理である。また、中国の前哲である孔子が、義を立身処世の根本だと強調し、さらに、君子が官途につくのは義を徹底するためであると強調する。そこから見れば、中日両国の「義」に対する解釈に同じものが見えてくるのだろう。
3.1.3　武士道の礼

武士にとっては、礼は即ち懇ろで、丁重な態度であった他、世の中に名を走らせる日本茶道と生け花などの修練を通じて、心の静けしを求める。日本武士は茶室に入る前、魂を象徴する刀を取り外してまで、礼を徹底させる。そして、自らの悲しみ或は苦痛を外に現れることによって、他人の喜びと静けさが損なわれることのないよう、必死に我慢する。また、江戸時代における封建統治を維持するために、林羅山は、朱子学の礼に対する解釈を自分なりに、地位の高低と身分の貴賤という具体的な規定への改造を成し遂げた。

　　「所谓礼就是“尊卑有序，长幼有序”，“尊”指地位高贵，“卑”是说地位低下,这里不可以没有次序。」2

以上は『春鑑抄』の中、林羅山の礼に対する解釈であった。つまり、林羅山が強調した礼は、社会全体の等級制度を厳しく守るということであると同時に、中華民族に提唱された「礼譲」、「和を以て貴しとなす」という美徳に至っていないことが分かった。

3.1.4　武士道の智

   「智者は水を楽しむ」というのは、仁者は山を楽しむと同じように、賢明な者は水を好む。それは、賢明な者が知恵でもっで世を治めることは、止まることを知らずに流れていく水のごとくという意味だと、林羅山は考えていた
。そこから、彼の抱えた抱負と、当時の統治者に寄せる期待などが示され、自分の治世理論を世に送り出すことによって、儒学の風潮を武士階層に行き渡っていたビジョンを示すのであろう。その結果、「文治の隆盛さが、歴史上如何なる時期をはるかに超える」
という、諸大名が先を争い、各幕藩において儒学の広がりを盛んに行われた時期であった。それと違って、中国の先哲である孔子が、統治者だけでなく、一般民衆も学問を好み、知恵に富んだ楽しい人生を送ることを主張した。
3.1.5　武士道の信

　仁義礼智のほか、誠実な行動を示す「信」は、儒学五常の一つとして、現代日本の経済界においては興業の道と見なされている。だが、信という道徳を、江戸時代の武士階層に置かれると、どのように表していたのか。武士の高い社会的立場によって、農民及び町人より、信に対するもっと厳しい基準が要求される。いわゆる、「武士の一言」であり、自分の言うことの真実さを充分に保証するということである。百姓からの信頼がなければ、国家も長続きしないと孔子が言った。『春鑑抄』の中に見られる林羅山の信に対する解釈として、「子张问仁，恭宽信敏惠。」1と書いてあった。つまり、信とともに、恭、寛、敏、恵という五つを、仁と同じ高さに引き上げ、武士の誠実な行動を求め続けた。

3.2 勇敢と尚武を貫いた武士道

3.2.1 尚武精神の源
 「日本人の尚武は天下周知だ」といわれるように、日本人の勇敢と尚武は決して短時間内で形成できるのではなく、島国ならではの根性とも考えられる。小さい民族が、発展し、進歩しようとしているのなら、尚武を必要不可欠な習性とするのは当然である、と戴季陶先生がおっしゃった。
日本人はなぜ武力を尊重するのかというと、根本的には、非常に小さい土地に制限されていて、資源に恵まれていない国だからである。外部からの侵入と内部動乱を防ぐように、武力がいうまでもなく必要な手段である。武術というのは柔道、馬乗り、槍などが含まれていて、五歳未満で刀の使用を練習し、十五歳になったら、鋭い武器を腰に差すのを自慢事と思う。武力の教育を重んじて初めて、武士階層が生まれ、武士道精神が成り立ったのであった。

3.2.2　忠誠と勇敢を貫いた尚武精神
   忠は、上に対する忠誠であり、この上ない栄耀でもある。大昔からから武士に対する忠誠がすでに提唱されたのは、元々神道教の教義に盛り込まれたのみならず、武家社会の安定を維持するのに必要条件であったからだと考える。その点については、江戸時代になっても変わることなく、さらに儒学の色彩が色濃く影を投げつつあった。
「曰：为臣死忠，为子死孝，然二者不可得而兼也，舍轻而取重可也。」

  林羅山は、儒学の学説を武士道精神と結びついて、「忠」と「孝」両方を保全できない時に、疑うことなく忠を選ぶことを武士道徳の一つとして取り上げた。

　徳川幕府が、家父長制を採用したことから、将軍—大名—武士という上下関係に従わなければならない。よって、主君の地位を確固不動なものに維持すべきだという役目を果たすには、武士道精神の忠誠と勇敢という二つの部分が、いずれも欠けてはならないのであろう。日本人に広く語り伝える「元禄事件」は、大石良雄など47人の家臣武士が主君に忠誠をつくし仇を討った物語である。
3.2.3 江戸時代における尚武精神の進化

  戴季陶先生の『日本論』によると、日本固有の神道教思想から直接に生み出したのは尚武である。神道教を象徴する「三神器」
の一つとして、剣は、日本武士に勇気づけ、死を顧みず、戦場に赴くもっとも直接の原動力であろう。

　日本は、封建社会に入るまで、かなり長い部落社会形態を経験してあったため、伝統な神道教に生み出した尚武精神は、文教重視の江戸時代に入っても、武士階層に思う存分発揮された。また、林羅山は神儒一致を主張し、尚武精神と儒学の思想との融合を求めた。その結果、勇気とともに平和心を持ち、武力崇拝とともにと儀礼正しく、忠誠とともに仁愛に富む、といういろいろな要素が同時に働きかけている尚武精神となった。

3.3まとめ

本章は武士道精神の仁義礼智信を含む唯美精神及び勇敢と忠誠を含む尚武精神を並べることを通して、以下のように結論を出した。林羅山は忠実な朱子学者であるにもかかわらず、朱熹の五常に対する理解を丸呑みにしてはなく、仁義礼智信を自分なりに解釈し、本土の神道教との融合を求めた。その結果、江戸時代の武士は、自分の文化修養を絶えず高めていく一方、文教で国を治め、武力で上級に忠誠を尽くし、民工商という階層をも守るようになった。

（1）儒教が日本に定着したのも、儒教が日本人の根底の思想と合致したからだと。論語などの道徳観も同じです。


（2）道徳大系としての武士道は主君に忠誠し、親孝行して、弱き者を助け、名誉を重んじよという思想、ひいては「家名の存続」という儒教的態度が底流に流れているものが多く、それは江戸期に思想的隆盛を迎え、武士道として体系付けられるに至る。

第四章 　時代とともに生きる武士道
4.1　江戸時代とその前の武士道比較
4.1.1　江戸時代前の武士道
  武士道は、元々「もののふの道」、「兵の道」、「武者の習」、「弓馬の道」などと呼ばれてきた。江戸時代前の武士道は、主に利益の等価交換を重んじる原始武士道、だんだん制度化された中世の武士道など二つの段階を経験してあった。ここでは主に中世武士道を取り上げて説明してみよう。

周知のように、日本初めての武家社会が、鎌倉時代の源頼朝将軍によって開かれた。その後、御家人、つまり家臣武士をコントロールするために公布された一連の制度によって、武士道の制度化が始めた。

源頼朝氏が死んだ後、北条氏が執政したときに、さらに初めての武士社会の成文法典と思われる『御成敗式目』を公布したが、どんな状況でどんな対策をとるのかについて詳しく解釈しただけで、一方的に主家の利益を維持するものと見なされる。その時の武士はシステムがまだ形成されておらず、ただ習慣的に動いただけであるといえよう。

日本社会が、室町時代後期に入って、「下剋上」という各地大名が混戦に巻き込んでしまった局面だった。「戦国時代」と称され、社会が不安定し、頼りの主家を失い、あちこち殺害、強盗など罪を犯す武士のことを「浪人」と呼ばれる。

4.1.2　江戸時代における林羅山の思想に調和された武士道
戦国時代が終わり、近世の江戸時代に入って、戦乱から平和へと社会の転換に迫られていった。第一章でも述べらた林羅山の主張であった神道教と儒学との融合を通じて、時代に応じる新しい武士道理論が生み出された。統治階級にいる武士は、よりよく管理者の職を果たすために、儒学の学問を積極的に吸収し、人格の養成を重視し、三綱五常を提唱 した。そして徳川家光及び林羅山によって、『武家諸法度』のような、武士の参勤交代制度も公布された。

4.2　林羅山思想を中心とした武士道による社会への役割
4.2.1　江戸幕府による統治への影響
前述べたように、この時期において、徳川家康が開創された江戸時代は日本封建社会の全盛期だといえる。しかし、創立した間もなく、道義上の疑問に直面してしまった。第一に、天皇から、豊臣秀吉の後代から、権力の座を奪った自分は、天下にどう説得するのか、つまり、江戸幕府の合理性釈明に迫られていった。第二に、江戸時代前によく見られる「下剋上」を如何にに防ぐのかは、家康の急務になった。徳川家康は、既得のな政権を如何に確保するには、戦国時代における殺戮を転換し、道徳感化を振興させなくてはならないとしみじみ感じていた。その中、家康の焼け石に水をしたのは、林羅山とその学説であった。林羅山の朱子学の中、最も時代に適応、家康の需要に適応するのは、「大義名分」、「大一統」、「天命論」、「湯武放伐」などの学説であった。

「君臣，父子，夫妇，兄弟，朋友，此五者，自古至今存于天地之间，此道正乃为达道，举凡人类之关系，不逾此五折也。」、「君父，乾道也，臣子，坤道也……君父之尊，臣子之臯，犹天地之位，不可乱也。」

　つまり、林羅山の学説によって、封建社会の等級制度が、自然の秩序として肯定されたのであった。そのため、二百年あまりにわたって、安定した社会が実現でき、統治者の権力の座も保有できるようになった。

4.2.2　幕末及び明治初期への影響
　幕府末期には、武士階層に生じる矛盾、それに西洋に転入された新しい思想という内憂外患に直面したことだから、存続が問われていた。

　その中、林羅山に調和され、儒学の色彩を添えた武士道は、かえって維新志士に利用され、「尊皇攘夷」を騒ぎ立てながら、統幕を旗あげたのであった。維新志士はほとんど教養が高く、国を愛する元武士集団であった。

　また、徳川政権がその終わりを告げ、明治維新明治時代に入った間もなく、天皇によって、武士の忠実の対象を、将軍或は大名から、天皇への転換を果たした。即ち、「忠君愛国」という新しい道徳を鼓吹することによって、武力でもって対外侵略という傾向にあった。その背景で、武士道は、軍国主義が全国民を動員する思想武器となった。
しかし、それは軍国主義者に歪んだ「新武士道」に過ぎず、真の武士道ではないと説いた学者もいる。

4.3 まとめ

本章は、江戸時代前の武士道と江戸時代の武士道との比較を通じて、林羅山に改造された武士道精神が進歩的だという結論に至った。「下剋上」現象がありふれた社会においては、武士が「治国平天下」どころか、「修身斉家」さえできないであろう。即ち、林羅山が、「三綱」、「五常」、「神儒一致」などをますます盛んにしてから初めて、二百年あまりにわたる全盛期が実現できるといえよう。

第五章　林羅山に影響された武士道研究の啓発
5.1　日本の国民性を探るための方法論への啓発
  中国と日本は一衣帯水の近隣で、源の遠い、流れの長い交流歴史を有している。今も両国は、経済、政治、文化など多方面にわたって、交流活動が盛んに行われているので、日本人の国民性に対する研究は必要である。本論文は一見して、武士を研究対象に取り上げたが、実は日本国民の性格をより明白することを終極の目的としている。

　「美を愛好し、俳優や芸術家を尊重し、菊作りに秘術を尽くす国民に関する本を書くとき、同じ国民が刀を崇拝した武士に最高の栄耀を帰す事実を述べた、もう一冊の本によってそれを補わなければならないというようなことは、普通はないことである。」

ベネディクトのそういう言葉から、日本国民性の内包について大いに啓発された。武士道精神は今日に至っては、すでに一部に軍国主義へ転換したりしていたにもかかわらず、国民の中に根を下ろした部分がさらに多いと考えられるので、日本人の国民性を探求しようとするのなら、日本の武士道精神を常に考慮に入れて、もっと有利な立場にいられるようにするのは、われわれの望みであろう。本論文は、今まで行われてきた武士道精神の二重性に対する研究、及び日本思想文化史の研究成果の補足として、われわれ日本語習得者の知識力を深めることができるのであろう。

5.2　社会主義中国の国民性向上への啓発
日本の武士道精神は一部が悪い方向に向かっているとはいうものの、そこには優れているところもあるから、われわれは、それを探し出し、自国の民族文化と融合し、定着せざるを得なくなった。わが国の偉大なる指導者である毛沢東は、1917年に『体育の研究』という文書の中に、「その精神を文明するには、先ずその体を野蛮にすべきである。」と書いてあった。つまり、自民族を守るために、日本人のように健全な体を常に鍛えなければならない。わが国の維新派先駆者である梁啓超は、近代中国の貧しくて、弱体化していた国民を嘆いて、『中国の武士道』という本を書いたわけであった。したがって、武徳の精神は、民族の振興に必要である。
一方、中国国民の唯美精神は、どうも欠けているような気がする。すさまじいスピードで発展していく中国社会は、武士のように常に自分の心を寛いで、内心の修養と礼儀正しく行動するなどを重視していなかった。そのことは、茶道、生け花などは日本ほど盛んに評価されていない事実から明らかになった。
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　第六章　終わりに

本論文は主に武士道精神を積極的に評価し、江戸時代の武士文化を究明することを趣旨としている。先ずは、江戸時代の武士道精神を唯美と尚武という両方面に分けて述べ、それから林羅山の儒学思想と神儒一致思想に影響された部分を探し出し、時代の変化と結びついて、多角化された武士道精神という結論に至った。武力重視から、文教重視への転換を果たし、時代の発展を促進できる統治階層になったのは、林羅山の果たした役割が多いといえるが、決して一人の力にできるのではなく、統治者の需要に適応し、歴史の発展方向とふさわしいものでなければならない。その点については、武士道精神は、積極的に進化していくはずであろう。日本人の性格については、かの有名な人類学者であるベネディクトは、こう描写したことがあった。

「日本人は最高度に、喧嘩好きであるとともにおとなしく、軍国主義的であるとともに耽美的であり、不遜であるとともに礼儀正しく、頑固であるとともに順応性に富み、従順であるとともにうるさく小突き回されることことを憤り…」。

ベネディクトの言葉から、中国の思想家に提唱された「中庸」は、彼ら身に適用されておらず、美を愛する、武力を重んじるという両方ともいる武士道の具体像が浮き彫りになった。それは、まれな現象で、研究に深入りする価値があると思う。

また、現代社会の日本人は、その精神をどれほど残っているのか、どう見ているのかについても、関心を持っている。当面わかっているのは、第二次世界大戦に現れた「軍国主義」というのは、源がまさに武士道精神であることぐらいであろう。今後も、武士道精神の矛盾点、それに将来性を研究対象に取り上げる必要があると思っている。
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暂不填，等学院通知





不填


统一填写日期


（文献用五号字体、1.25倍行距，日文用明朝体，中文用宋体）





中文书写，宋体，五号字体；顶格；使用将来时态；1.25倍行距。若有必须使用日文的部分则用明朝体


手工填写


由学生手工填写


明朝体，小二号，段后空0.5行


明朝体，小四号，1.5倍行距 ，300字左右


小四号明朝体，加粗


小四号明朝体，关键词与关键词中间用“；”隔开


小二号字，宋体，段后空0.5行。


小四号，宋体，1.5倍行距，200字左右


小四号宋体，加粗


小四号宋体，关键词与关键词中间用“；”隔开


明朝体，小二号，加粗。以下具体内容的行距为1.25倍


明朝体，四号，加粗


宋体，四号，加粗


明朝体，四号，加粗


明朝体，小四号。以下同


明朝体，四号，加粗


标题全部用名词性短语


三级标题明朝体，小四号。以下同


明朝体，四号，加粗


明朝体，四号，加粗


明朝体，四号，加粗


一级标题字体：明朝体、小二号、加粗；段前段后各空0.5行。下同。


  新的一章要另起一页。


二级标题：四号明朝体加粗，段前段后各空0.5行。下同。





小四号，日文用明朝体；英文和数字用Times New Roman，1.5倍行距，首字缩进1个字符。段前段后不空行。下同。


另起一页。


脚注编号置于所引内容最末句的右上角，用上标的阿拉伯数字（均用Times New Roman字体），如“……成果1”，脚注作页下注，用小五号字体，每页单独编号，标点符号均为半角


三级标题：小四号明朝体加粗，段前段后各空0.5行。下同。





超过40个单词的直接引文要单独成段落，五号字体，段前段后空1行，前后空4个日语字符。下同。


例句要标号（1）（2）等，全文例句连续标号， 标号顶格。日文五号字体，段前段后空1行，下同。


结论是对整个论文主要成果的总结。在结论中应明确指出本研究内容的创造性成果或创新性理论（含新见解、新观点），对其应用前景和社会、经济价值等加以预测和评价，并指出今后进一步研究工作的展望与设想。


居中，明朝体，小二号，加粗，段后空0.5行


    日文按五十音图排序，中文按拼音排序。先日文后中文原则。所有标点符号均为半角；1.5倍行距。字体：小四号。中文：宋体字；日文：明朝体；英文和数字用Times New Roman


专著：


主要责任者.文献题名[M].出版地:出版者,出版年.


毕业论文


主要责任者.文献题名[D].保存地:保存单位,年份.


期刊类


主要责任者.文献题名[J].刊名,出版年份（期号）


居中，明朝体，小二号，加粗，段后空0.5行


明朝体，小四号，1.5倍行距


居中，明朝体，小二号，加粗，段后空0.5行





